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岩
瀬
忠
霞
再
開
園
交
易
思
想

第
五
十
四
巻

四

i

修
三
揖

O 
回

j 

μ 

揖情鱒外四五一頁
珂
相
同

志
麻
川

略
所
む

府
役
事

早
市
主

講

義

、

字

阜

鳴

又

は

E、
幼
時
篤
一
}
一
郎
通
告
唇
一
一
郎
文
は
修
理
品
し
需
品
し
た
が
戚
銅
費
量
毒
し
天
輔
副
綜

浪
島
氏
・
葛
飾
牢
農
友
E
と
も
競
じ
た
。
文
政
元
年
十
一
月
骨
一
日
徒
頭
設
業
貞
丈
の
第
三
子
と
し
て
江
戸
民
生
島
、
高
は
大
畢
頭
鼠
闘

戸

A

山
外

梓
喜
一
白
女
)
天
保
十
-
竺
一
月
岩
瀬
市
兵
衛
忠
}
止
の
養
嗣
子

t
z。
昌
平
費
化
翌
日
ゅ
西
丸
小
性
と
容
り
嘉
永
三
年
秋
甲
府
徽
川
県
仰
下
一
献

i
「

館
皐
頭
を
命
ぜ
ら
払
・
朝
早
々
四
年
の
春
・
昌
平
坂
畢
問
所
教
授
忙
蒔
ヒ
て
同
六
牛
十
月
徒
頭
ま
在
る
。
安
政
元
年
毘
月
二
十
三
日
老
中
田
冊
目

J

遺
第
剛
司
書
-

阿
部
正
弘
白
蓄
に
て
日
付
忙
任
ん
ぜ
ら
れ
た
が
、
之
れ
は
笠
芸
品
に
あ
れ
ば
李
賢
と
雛
も
ま
峨
を
超
ゆ
を
と
能
手
間
話
一

。

P

胞
官
、
本

と
す
る
幕
府
従
来
の
慣
習
を
破
る
も
の
で
あ
っ
た
。
爾
来
海
防
掛
助
{
同
年
一
月
骨
二
日
}
、
内
海
裏
揚
晋
請
犬
筒
錯
立
夫
舶
製
造
用
掛
瀬
川
川
問
自
一

岩
-
一
説
大

(
同
年
四
月
王
日
て
松
前
蝦
夷
地
事
務
取
扱
(
周
年
五
B
十
丸
白
)
、
軍
制
改
拒
用
掛
(
同
年
七
眉
サ
四
日
)
等
の
諸
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
殊
に
講

J
明
棚
)

-

守

1

1

論
鋒
・
6

武
所
の
創
設
に
興
う
て
カ
が
あ
っ
た
。
翌
一
一
年
正
月
十
日
に
は
川
路
聖
謀
、
水
野
忠
徳
正
共
に
下
回
取
締
掛
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
首
時
助
名
漕

之
科
雲

Z

『
問
所
御
取
締
之
巌
寛
は
、
寅
忙
図
案
治
飢
之
岐
路
佐
野
と
さ
れ
も
凡
下
問
に
涙
遣
さ
れ
、
そ
の
取
締
に
営
る
一
ど
共
に
戸
ぽ
村
費
泉
寺
静
一
畢
鋤
4

本
平
牢
、
、

匝
昌
栗
断

Z

2

4

 

岩
瀬
忠
震
の
開
園
交
易
思
想
¥

松

木

順

略

体

K
於
け
る
プ
テ

?
1
チ

V
R
C咽

FEw-M22皇
宮
)
(
布
情
廷
)
・
と
の
A

官
談
陀
列
Z
等
、
瀦
攻
掛
外
受
渉
忙
宵
按
携
る
に
室
っ
た
。
一
一
一
月

十
個
蹄
府
し
て
そ
の
照
接
の
事
情
を
報
じ
廿
日
再
び
江
戸
を
嘆
し
で
下
問
に
赴
昔
五
月
十
五
目
下
回
主
り
蹄
府
し
た
。
伊
豆
七
島
巡

ームー一一一一一



見
も
見
合
骨
と
な
り
、

2
月
九
日
)
、
一
著
書
醐
課
用
掛
に
就
く
尖
H
五
日
)

O

笠
三
年
に
は
新
進
脆
(
君
揮
撃
に
搭
じ
て
下
回
陀
廻
航

し
(
四
月
十
六
日
)
或
は
朝
鮮
人
来
腸
掛
(
八
月
十
七
日
)

1

ど
も
在
る
。
ハ
リ
ス
(
叶
。
A
4
E
S品
目
"EU)
が
ド
田
に
上
陸
し
た
の
、
は
安
政
三η

 

年
八
月
五
日
の
己
と
で
あ
る
が
、
忠
震
は
ハ
リ
ス
の
位
紫
を
許
可
宇
る
も
諸
事
彼
の
要
求
を
縮
小
す
べ
し
と
の
老
中
の
命
を
帯
び

τ

同
月
廿
四
日
下
回
に
特
張
さ
れ
、
九
月
朔
H
に
は
前
園
軍
艦
メ
デ
ユ
サ
(
冨
包
E
P
)

競
艦
長
フ
ナ
ピ
ユ
ス

(
3
5
5
)
と
曾
見
し
更

に
九
日
に
は
ハ
リ
ス
と
膝
接
し
て
ゐ
h
o
吹
い
で
外
岡
貿
易
取
調
掛
設
置
(
十
月
サ
回
)
せ
ら
る
や
、
大
目
付
跡
部
良
弼
、
同
士
岐
頼
旨

勘
定
奉
行
川
路
聖
謀
、
同
水
野
中
山
徳
、
同
松
平
近
直
等
と
共
に
そ
の
一
員
に
加
は
り
、
互
市
開
始
に
関
す
る
調
査
に
従
っ
た
白
で
あ

る
。
此
の
頃
伊
賀
守
と
稀
し
た
。
安
政
閥
年
四
月
忠
震
は
水
野
忠
徳
と
共
陀
『
貿
易
筋
之
犠
十
分
に
取
調
、
蹄
府
之
上
委
細
中
間
候

様
可
被
致
島
と
の
旨
を
受
秒
、
下
闘
を
経
て
長
崎
に
扱
遣
さ
れ
、
要
九
月
に
至
る
ま
で
同
地
に
あ
っ
て
貿
易
を
研
究

L
又
胃
蘭

(凡

E
M北
目
)
日
露
(
九
日
月
七
日
)
雨
這
加
保
約
の
締
結
ぽ
努
力
し
た
が
、
之
等
は
後
白
白
米
遁
商
僚
約
審
議
に
役
立
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

十
月
改
め
て
肥
後
守
と
稀
じ
た
。
北
月
長
崎
を
穫
し

τ肥
後
等
各
地
を
巡
腕
し
十
一
月
腸
府
予
脅
し
た
が
預
月
三
日
に
は
井
上
情
説

守
清
孟
と
共
K
既
に
在
府
中
の
ハ

p
ス
と
の
談
判
委
員
民
感
げ
ら
れ
、
同
月
十
一
日
よ
り
蕃
書
調
所
に
於
て
行
は
れ

L
十
数
度
の
曾

談
に
誠
心
を
以
て
瞬
間
接
し
、
努
要
政
五
年
E
周
ナ
二
目
其
白
審
議
を
了
し
た
。
突
い
で
正
月
廿
九
日
忠
震
は
堀
田
正
陸
に
随
ひ

τ京

都
に
上
っ
た
が
空
し

f
H開
府
し
て
、
調
印
期
目
を
延
期
す
る
苦
境
忙
立
っ
た
が
、
大
月
山
リ
ス
が
下
回
よ
b
軍
艦
ポ

I
A
9
y
旬
。
者

E
Eロ
)
に
搭
じ
て
紳
奈
川
小
柴
沖
に
来
航
し
実
働
艦
隊
の
不
自
来
航
す
ペ
曹
を
告
げ
て
速
か
に
調
印
す
る
争
促
す
や
、
忠
震
は
井
上

清
直
と
共
に
一
ハ
リ
ス
を
訪
ひ
十
九
回
沸
醗
還
に
修
好
通
商
保
約
十
四
ケ
僚
、
貿
易
章
程
七
款
に
調
印
を
了
し
た
白
で
あ
る
。
居
間
に

日
悌
の
各
通
商
僚
約
の
締
結
に
議
カ
し
た
が
、
勝
一
車
線
嗣
問
題
に
沿
い
て

件
関
奉
行
と
友
り
(
屯
亘
凡
日
}
、
日
蘭
、
日
露
、
田
英
、

、
f 

幕末時園開揮文書之一回、 793貰
幕末件圏関係文書之ー玉、 37頁、 91買
同上、 792頁

岩
瀬
忠
震
白
開
園
交
易
思
想

橋
本
左
内
等
と
、
一
橋
慶
喜
を
推
し
た
た
め
井
伊
直
弼
と
相
容
れ
や
外
交
問
題
も
一
腹
終
了
せ
る
丸
月
五
日
作
事
奉
行
に
還
さ
れ
翌
六

7
8
9

i

第
五
十
四
巻

=
一
四
手

俸
=
一
概
♂
一

O
E

J、



第
五
十
四
巻

三
岡
田

第
三
強

{
C
六

岩
瀬
忠
震
白
闘
闘
交
轟
思
想

年
八
月
峨
を
退
け
ら
れ
て
、
墨
水
畔
の
一
草
虚
岐
雲
園
忙
塾
居
し
、
噴
書
講
文
し
て
そ
の
憂
悶
を
歌
詩
に
脅
し
た
が
、
女
久
冗
年
七
月

句
十
一
『
同
卒
し
た
。
享
年
四
十
四
、
白
山
蓮
華
寺
に
葬
ら
れ
し
が
後
に
雑
司
ケ
容
に
移
葬
さ
れ
た
o
大
正
四
年
十
一
月
十
同
特
旨
を
以

τ
E
五
位
巴
追
盤
喜
る
る
の
柴
に
浴
し
て
ゐ
る
。

忠
震
は
幕
末
の
外
交
家
で
あ
る
。
安
政
五
年
四
月
廿
七
日
の
左
内
へ
白
書
翰
に
告
い
て
『
蘭
人
も
来
る
四
日
に
鷲
足
之
積
院
相
成

候
、
先
差
向
き
外
夷
之
接
待
も
無
之
λ

吾
驚
放
逐
之
時
愈
L
R

来
り
申
伎
一
日
と
述
べ
、
又
五
月
廿
八
日
の
書
翰
で
も
『
来
月
四
日
蘭
人

院
文
ノ
マ
マ

b

n

設
程
、
最
早
小
生
輩
は
愈
々
排
撃
之
時
至
り
申
候
。
来
月
四
日
ほ
猶
牌
僕
白
三
月
四
目
白
如
レ
と
」
と
、
外
交
問
題
が
終
了
せ
ば
身
は
一
庇

剥
せ
ら
る
に
至
る
べ
し
と
察
し
、
而
も
忠
震
を
退
け
じ
井
伊
大
老
が
『
岩
瀬
輩
騨
践
の
身
を
以
て
柱
石
た
る
我
々
を
閤
昔
、
認
に
持

軍
備
副
の
儀
を
闘
る
。
共
罪
の
悪
む
可
堂
大
選
無
遣
を
以
て
論
ず
る
に
足
れ
h
y
、
然
る
を
身
首
所
在
殊
に
す
る
に
至
ち
ざ
る
は
、
彼

欝
霊
園
広
中
り
鞠
嚇
蓋
痔
の
持
設
す
可
ら
ざ
る
有
る
を
玖
て
、
非
常
白
寛
典
を
奥
へ
ら
れ
た
る
た

怪¥

共
同
本
園
D

平
安
を
謀
る
、

ふ
と
言
。
し
佐
島
、
自
他
共
に
許
す
外
交
家
で
あ
っ
た
。

忠
一
震
は
寅
に
誠
の
人
で
あ
る
。
而

I12れ
は
外
受
態
度
に
も
窺
は
れ
る
。

7
1と
の
舎
談

κ於
て
は
『
毎
度
外
園
よ
り
危
炉
開
明

/
 

懸
候
趣
、
被
申
聞
候
得
共
、
修
理
に
告
ゐ
て
、
合
騎
い
た
し
乗
候
、
欧
羅
巴
諸
洲
之
人
に
而
も
、
同
じ
天
地
問
D
人
に
候
得
は
、

誠
寅
を
以
引
合
候
上
は
、
絶
て
子
細
有
之
間
敷
と
宕
候
』
と
語
り
、
知
れ
る
を
知
れ
り
と
し
知
ら
ざ
る
は
知
ら
宇
と
し
、
圃
家
の
た

め
譲
る
べ
か
ら
ぎ
る
ほ
謹
ら
宇
、
折
れ
合
う
べ
き
は
折
れ
合
っ
た
白
で
あ
る
ロ
向
島
自
費
神
枇
内
に
現
存
す
る
忠
震
の
碑
丈

ιは
次

由
民
知
〈
あ
る
。

『
於
戯
真
核

精
意
丹
青

周
事
限
明

不
作
平
悦

才
皆
無
品
臨
事
勇
往
骨
不
民
防
駿
槽
品
設

震
蹄
其
識
』

u

垂
嚢
臥
尿

其
貌
也
場

遁
規
幕
黄

橋本左内全弟、 487頁
星上、 508頁

本鋤需署、弛庵遺稿、 92買
幕末外開聞係文書之一人、 605-606頁

10) 
u) 
12) 

13) 



照歩サ四之書文係一隅閣

安
政
五
年

E
月
八
日
、
忠
震
は
一
肥
後
藩
記
戸
留
守
居
溝
口
減
人
と
自
邸
に
曾
し
た
際
攻
の
如
く
議
・
へ
て
ゐ
る
。
問

『
全
世
界
之
勢
棉
虜
レ
、
賞
品
7

之
草
原
今
、
漢
白
戦
闘
比
IZ形
に
町
、
一
園
同
盟
に
宥
き
幌
へ
出
互
陪
村
山
岡
聞
と
申
様
な
る
仕
成
に
相
成
、
皇
園
同
盟
に
平
崎

従
供
へ
は
其
値
に
而
者
不
相
済
勢
に
而
、
英
吉
利
働
蘭
西
魯
西
軍
事
之
強
圏
代
る

ptLm厩
伺
欺
名
主
い
た
し
一
端
戦
争
を
相
姶
品
候
へ
は
、
先
づ
世
出

界
相
手
に
而
、
腕
負
は
無
論
人
種
警
察
用
降
品
置
い
た
し
主
主
逼
旦
百
年
に
而
も
職
事
相
止
み
不
申
、
我
は
蛤
末
不
動
彼
は
往
富
市
之
序
杯
に
隠
見
山
田
一
世
い
糊
一
間
一
頃

た
し
恨
ベ
句
被
は
抱

L
設
は
勢
ナ
る
白
理
に
成
行
候
は
相
議
無
之
、
容
易
に
兵
端
を
聞
き
日
聞
は
無
謀
之
事
に
右
之
、
決
而
品
品
川
護
世
臆
句
集
聞
は
特
其
弘
鰯
J

主
/
椅
内
告

上
敷
一
唱
年
春
風
和
気
に
帯
偉
人
質
急
に
は
折
合
申
間
敷
、
惣
し
て
日
本
は
奥
地
之
中
央
程
に
而
、
殊
に
支
部
樽
週
末
制
加
之
聞
に
有
之
、
・
山
物
才
力
埼
/
弘
金
ニ

遁
に
而
何
ぞ
彼
等
に
劣
現
可
申
哉
只
可
保
は
是
迄
は
一
切
鏡
闘
い
た
し
唐
怯
位
、
世
界
中
相
闘
け
、
抱
器
航
海
自
由
自
在
、
加
之
各
閣
互
定
職
争
に
相
遮
左
料

施
本
車

武
一
事
器
謀
略
現
貸
日
新
之
術
一
向
に
不
相
分
、
口
惜
査
事
な
が
ぜ
先
つ
漸
を
以
港

E
も
相
関
主
、
大
艦
井
漣
々
に
出
端
、
/
彼
之
地
に
も
担
差
越
、
大
に
船
橋
事

利
主
起
じ
火
器
軍
法
を
脅
し
、
人
集
一
致
い
た

L
位
へ
は
世
界
中
左
譲
住
吉
間
取
、
英
吉
利
は
品
開
土
不
器
量
に
候
へ
&
品
質
器
大
舶
在
翻

等

之

輔

を

以

世

界

之

揖

図

と

唱

帳

、

+

暫

屈

す

る

は

先

に

で

伸

ん

と

す

る

の

盟

、

前

々

日

調

合

勘

有

之

度

候

』

。

膚

費

後
鋤
骨
肥

本
岳
訂

栗
畳
改

又
人
材
を
能
〈
鑑
別
す
る
の
明
を
有
し
共
の
技
伺
E
展
る
を
得
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
て
、
矢
田
堀
景
減
、
、
勝
麟
太
郎
、
平
山
謙
一
一

、
郎
、
下
骨
根
金
三
郎
、
河
津
=
一
郎
太
郎
、
江
川
太
郎
左
衛
門
、
箕
作
玄
甫
、
杉
田
玄
端
、
古
賀
謹
一
郎
等
は
忠
震
に
抜
握
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
云
占
。
そ
の
交
る
所
濁
り
幕
府
有
司
の
み
に
限
ら
や
各
藩
有
潟
白
人
物
に
及
ぶ
、
左
内
と
の
安
遊
も
深
い
よ
う
で
あ

的る
。
詩
書
霊
に
は
特
に
巧
み
で
あ
っ
た
。

関

論

園

帥
ち
和
親
b
z

結
ば
ざ
れ
ば
戦
争
を
起
し
、
戦
争
せ
ざ
れ
ば
和
親
を
結
ぶ
世
界
白
大
勢
に
島
い
て
、
和
親
同
盟
主
拒
め
ば
世
界
D
列
強

を
相
手
に
長
期
白
戦
ひ
に
ふ
る
は
必
歪
で
あ
る
。
然
る
に
此
D
非
常
の
時
託
金
い
て
我
国
は
未
だ
鎖
国
白
夢
醒
め
宇
、
最
新
の
兵
器

俸
五
十
四
巻

岩
瀬
忠
震
白
開
園
交
易
思
想

告書

鵠

、O
也

=
一
四
五

-
)
〉
〉

4
5
z
 

z
z
 

硲



長

交
易
自
利
主
求
め
、
彼
の
長
を
採
り
我
が
短
を
補
佐
ば
、
諸
外
固
に
劣
Z
E
・
と
た
昔
我
が
園
民
の
才
能
と
相
倹
っ
て
世
界
の
列
強
と
低忠

挫
列
じ
得
て
、
果
て
は
宇
内
合
経
給
す
る
に
至
る
べ

ι占
論

じ

た

の

で

あ

る

。

、

守

忠
震
が
開
園
交
易
論
者
で
あ
る
己
と
は
云
ム
ま
で
も
と
。

2
5震
の
世
界
の
大
勢
益
す
る
認
識
と
、
列
強
に
遅
れ
ざ
ら
醐

ん
が
た
め
白
道
を
排
へ
て
ゐ
た
と
と
み
」
共
に
、
我
固
に
掛
ず
る
無
限
の
信
頼
占
自
信
と
を
窺
う
己
と
が
出
来
る
α

跡

右
D
論
は
忠
震
の
思
想
聖
護
せ
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
忠
震
に
と
り
で
も
結
論
的
た
も
白
で
る
っ
た
と
思
は
れ
る
。
蓋
し
幾
許
制
ー
ー

も
左
く
し
て
監
制
一
せ
ら
れ
再
び
立
た
守
し
て
卒
し
た
か
ら
で
あ
る
。
以
下
主
と
し
て
「
六
日
本
古
文
書
幕
末
外
闘
閥
係
文
書
」

ι見
れ

問

先
忠
震
の
思
想
を
辿
っ
て
み
答
己
と
に
す
る
。
心

↓間
海
勘

三

交

易

論

頁
頁

8

2

 

忠
震
は
既
K
安
政
二
年
五
月
二
一
目
、
川
路
聖
謀
、
水
野
忠
徳
等
と
涼
署
の
上
申
書
に
島
い
て
、
「
今
更
に
至
り
依
乏
之
名
義
を
立

J
J

一
円

一
時
面
闘
を
改
候
〆
様
之
取
計
方
仕
候
て
は
、
彼
に
憤
を
醸
し
讃
細
之
義
主
り
迭
に
は
争
端
を
も
耳
引
山
川
筋
に
件
、
先
見
迄
之
婆
に
据
主
帥

寄
書
守

置
強
て
差
支
に
不
相
成
品
は
御
渡
に
相
成
候
方
に
可
有
之
』
と
述
べ
て
、
快
乏
問
問
の
名
に
か
as

は
る
と
と
な
〈
、
差
支
へ
左
き
園
産
文
文
見

博
保
石

品
の
輸
出
量
認
め
、
依
乏
品
貿
易
の
繍
大
を
闘
る
べ
き
を
論

U
て
ゐ
る
が
、
更
に
長
崎
忙
在
つ
一
て
各
園
商
法
租
税
徴
牧
法
等
貿
易
方
開
聞

¥
闘
園

法
を
調
査
し
て
ゐ
た
忠
震
は
、
諸
有
司
品
遺
骨
四
老
中
へ
の
伺
堂
町
に
お
い
て
『
先
づ
長
崎
、
箱
館
之
二
港
に
而
、
脇
荷
商
法
之
披
合
耕

一
陀
基
き
差
向
和
蘭
交
易
御
詐
}
右
仕
法
を
以
英
吉
利
重
墨
利
加
等
え
御
遣
に

4
相
成
候
は
は
可
然
哉
』
、
脇
荷
商
法
に
準
ヒ
て
交
易
幕
幕

せ
は
『
後
弊
は
勿
論
、
御
園
内
差
支
え
有
筋
も
無
之
、
長
崎
合
所
井
地
役
人
等
迄
迷
惑
不
設
、

E
何
時
英
士
口
利
使
館
一
渡
来
悲
し
候
而

1
2

岩
瀬
忠
震
白
開
園
交
易
思
想

第

扱

一O
A

第
五
十
四
巻

戦
略
に
遇
ぜ
ざ
る
た
め
兵
端
を
開
〈
は
無
謀
の
皐
で
あ
る
。
ム
」
読
者
、
暫
ぐ
屈
し
て
以
で
和
親
を
結
び
、
港
を
開
書
協
同
舶
を
遁
り
て

三
四
六

k 

、



. 

モも
の右
仕仕
法法
に陀

警量
てり
は 官I
長申
崎 Iと
奉奉

Z謀
長』

崎と
在
勤本
目方
付商
上法
申を
手書3)排

水モ町.
議腕

章富
手法
逗を
石骨

草岡
て}と
岩 D
甑基
E吉 本
'" ，と
守)す

にペ
方寺 普

てで
窺あ
ひる
得と
るし
dた

当然
自主

内
御
取
締
筋
は
勿
論
代
り
品
産
物
集
方
件
園
品
寅
捌
方
と
も
、
綿
て
手
虞
ぐ
、
出
入
と
も
御
建
支
無
之
、
御
盆
も
相
増
伎
一
様
之
御
仕

法
に
不
被
錫
成
置
候
而
は
、
難
相
成
候
儀
に
付
、
一
同
篤
と
勧
排
諦
議
仕
候
』
。
『
依
而
御
取
締
筋
に
拘
り
候
桁
々
は
、
都
而
葎
格
を

取
拾
仕
、
菩
来
之
仕
法
を
推
庚
め
、
入
札
商
人
井
費
込
商
人
と
も
御
料
初
諸
家
領
分
一
に
も
.
望
人
数
多
数
有
之
候
趣
に
付
.
夫
々
相
首

の
之
運
上
曾
所

A

へ
鋳
相
納
、
t
十
分
民
仕
入
仕
掛
方
と
も
行
支
無
之
候
様
溺
仕
候
院
は
、
御
料
私
領
尖
、
夫
々
一
被
仰
出
御
座
候
方
と
も
奉

存
候
』
在
、
従
来
の
脇
荷
商
法
主
改
組
し
て
犬
規
模
化
す
べ
き
を
説
い
て
ゐ
る
。
事
貨
安
政
四
年
に
締
結
せ
ら
れ
た
日
蘭
(
凡
月
サ
九

日
)
日
露
車
九
月
七
百
)
爾
遁
加
保
約
怯
脇
荷
商
法
の
振
合
に
た
れ
る
も
白
で
、
合
所
。
仲
介
主
要
し
た
が
、
船
敏
及
び
貿
易
額
に
制

限
た
〈
噸
税
、
輸
入
税
輸
出
入
禁
制
品
を
規
定
し
、
噸
税
も
之
が
最
初
で
あ
っ
た
。
忠
震
は
日
露
追
加
俸
約
白
一
締
結
に
就
い
せ
『
今
調

度
魯
周
豆
此
通
り
に
矯
取
替
相
済
候
者
、
大
に
向
後
外
岡
之
貿
易
申
出
候
節
の
大
根
基
出
来
、
誠
に
大
慶
仕
候
。
右
に
付
而
者
倹
程
一
戸
市

。。

決
行
六
A
1
致
事
も
有
之
、
衆
議
匿
々
に
御
坐
候
底
、
此
好
機
γ

舎
に
臨
み
、
取
失
候
而
者
園
家
白
ー
六
幸
を
見
遁
し
候
次
第
に
付
、
徐
程

J

J

"

~

七

七

激
論
を
護

L
4漸
一
三
品
州
(
水
野
瞳
後
守
血
種
〉
を
も
読
破
1

雨
図
共
無
滞
潟
取
替
相
済
申
侠
』
震
に
雀
躍
一
む
至
り
と
、
江
戸
同
役
に
且
貨
し
一
一之

之

て
ゐ
る
と
と
は
客
室
画
家
の
大
幸
と
す
る
忠
震
富
山
恕
む
一
端
正
示
せ
る
も
の
で
あ
る
3

措一均

然
し
忠
震
は
蘭
人
主
活
じ
で
の
貿
易
事
項
調
査
に
は
満
足
せ
守
谷
間
貿
易
D
寅
際
を
知
ら
ん
v

と
し
て
香
港
出
張
論
を
主
張
し
た
。
醐
鵬

，

E
震
迫
々
貿
易
之
且
割
一
も
何
と
賊
僅

m
可
申
候
待
目
指
、
此
上
は
せ
め
て
香
港
一
へ

9
L
之
聞
に
て
も
品

τ、
費
地
『
究
い
た
し
候
儀
ト
海
上
僅
に
コ
日
に
畑
一

而
被
歩
候
児
尺
迄
所
を
、
一
其
鑑
に
立
蹄
り
候
は
、
扱
々
残
念
之
豆
、
比
鹿
襲
之
曲
川
文
ス
タ

1
2に
駕
じ
、
同
所
を
一
捜
仕
怯
へ
は
、
最
早
誼
櫨
錦
之
、
献
幹

晴
靴
世
直
停
，
占
疑
惑
悉
〈
相
輔
け
明
了
な
る
べ
し
と
、
央
々
不
堪
魂
覇
市
候
、
園
家
不
朽
に
惇
へ
候
賀
回
調
立
基
本
を
定
め
候
に
、
作
因
究
際
之
賞
臨
も
不
畳
、
)
〉

宇
を
下
し
候
出
、
個
忽
之
按
は
括
れ
難
色
、
、
寅
曲
地
に
串
P
、
彼
等
に
謝
し
、
調
商
貿
易
之
畿
刊
を
討
蹄
折
衷
い
た
レ
候
職
，
に
官
り
候
而
は
、
中
々
睦
止

3
4

岩
咽
隅
串
震
由
一
開
園
交
易
息
認

第
五
十
四
巻

三
四
七

第
言
娘
一

O
九



岩
瀬
忠
慢
の
開
園
交
易
思
想

保

宜

十

四

巻

策

=

一

説

一

一

O

か
た
〈
、
官
言
語
路
を
航
せ

f
し
て
、
君
主
一
寸
昔
頭
を
た
の
み
韓
は
、
貫
主
君
主
、
帽
卒
常
所
長
嬰
聖
堂
、
右
主
躍
を

暫
咋
経
過
仕
島
』

と
論
巳
『
小
生
杯
御
都
合
に
寄
、
身
分
は
何
程
引
下
り
候
共
、
右
之
事
さ
へ
畑
山
遺
候
へ
ば
、
園
家
高
分
の
一
を
補
ぷ
候
儀
も
相
出
来

可
申
旨
、
震
一
大
下
此
望
み
は
何
分
難
捨
御
座
候
、
貿
易
御
開
昔
と
御
決
断
も
有
之
上
者
、
右
之
議
は
御
串
用
有
之
候
共
浪
々
た
る

岳
と
、
自
ら
の
抱
負
を
示
し
て
、
貿
易
調
貨
の
た
め
、
香
港
に
出
張
し
各
一
闘
貿
易
の
得
失
を
篤
と
偵
搾
ぜ
ん
と
と
を
笠
ん
だ
の
で

あ
る
。
香
港
出
張
論
は
『
五
日
邦
の
威
構
輝
天
地
候
基
本
を
組
立
申
皮
至
願
に
で
御
座
船
』
と
言
へ
る
が
如
く
完
備
せ
る
通
商
僚
約
の

締
結
に
資
す
る
に
あ
っ
た
。
此
の
香
港
内
張
論
比
闘
す
る
老
中
よ
り
の
諮
問
に
劃
し
て
、
評
定
所
一
座
m

勘
定
奉
行
問
吟
味
役
は
見

合
す
べ
し
と
容
へ
、
大
円
付
日
付
、
林
大
皐
顕
輝
、
筒
井
肥
前
守
除
之
に
賛
同
し
た
が
、
九
月
還
に
評
議
匝
A
D
理
由
を
以
て
賓
現

さ
れ
た
か
う
た
。

'
三
回
凡

忠
震
は
更
に
商
舶
に
注
目

L
セ

章

一

率

五

月

軍

臆

購

入

品

書

有

司

と

宮

町

長

立

候

義

高

見

不

島

t、
瞳
入

を
可
と
す
る
旨
上
申
し
て
ゐ
る
が
、
'
安
政
三
年
丸
月
下
闘
に
で
忠
震
は
フ
ア
ピ
ユ
λ

と
合
せ
し
際
K
『
商
舶
は
官
符
よ
り
仕
出
し
候

。
哉
、
銘
々
自
己
に
て
仕
出
し
候
哉
、
軍
縮
は
右
見
廻
之
矯
之
趣
、
付
而
は
租
税
等
之
規
則
も
可
有
之
齢
』
と
質
疑
し
、

E
和
蘭
般
借

受
賃
及
び
商
大
按
品
問
役
雇
貨
が
問
は
れ
て
ゐ
る
己
と
は
、
商
船
と
軍
艦
D
相
違
を
了
解
し
商
怖
を
雇
傭
す
る
を
考
慮
し
て
ゐ
る
と
と

を
一
示
す
も
の
で
あ
る
。

忠
震
は
香
港
出
張
論
を
設
〈
と
同
時
に
商
舶
を
貿
上
げ
て
舶
蓮
の
大
利
を
開
く
・
へ
昔
事
を
主
張
し
た
。

日
〉
、

白
隠
】
ゆ

ιE

提
の
如
〈
で
あ

る。宮
山
度
入
樟
之

W
陣
三
般
之
内
、
最
後
に
入
脅
之
脚
位
、
ス
タ
ー
ネ
ル
忙
で
ヨ
毎
度
盟
来
初
加
商
制
下
回
へ
入
津
之
ス
タ
ー
ネ
ル
同
様
目
見
受
候
、
儀
程
能

• 

5)〆幕末タト困関係文書之一六、-.457-458頁
6) 同上 458頁
7) 同書之一七、7l:2買 8) 梅舟全集第一巻、 473頁
9) 幕末タト園開樺文書之ー玉、 '4頁 10) 同上 25-26頁、



舶
之
様
に
相
見
へ
候
、
治
は
買
掛
候
而
も
宜
敷
醐
之
曲
、
慣
も
格
別
之
事
院
も
無
之
、
是
非
榔
買
上
け
、
御
用
に
相
成
侠
様
仕
度
、
品
車
両
謹
韓
之
梱
用
に
も

相
成
棋
た
品
、
商
舶
入
津
、
幸
白
事
故
、
筑
後
へ
も
是
非
/
¥
と
す
す
め
事
候
、
鍋
嶋
是
非
買
上
け
度
趣
に
而
、
奉
行
へ
も
私
方
へ
も
度
々
申
出
、
大
禍
望

之
様
干
に
而
、
相
而
樹
園
地
之
彼
園
之
商
舶
田
串
候
車
に
付
、
時
慣
に
奪

ι樟
而
は
、
何
共
残
念
、
其
上
軍
艦
計
に
而
は
、
謹
選
之
用
無
之
候
問
、
是
非

曲
一
舶
を
樹
賃
上
け
に
相
成
、
冊
揮
之
大
利
を
聞
き
候
端
緒
な
L
申
度
目
官
』
と
。

首
時
幕
府
諸
藩
い
づ
れ
も
洋
製
商
舶
を
保
有
し
て
は
ゐ
た
か
っ
売
た
め
屯
忠
震
は
諸
薄
殊
に
佐
賀
市
捕
に
魁
け
て
商
舶
を
買
上
げ
軍

艦
を
遺
り
て
商
舶
を
稽
衡
し
、
迩
ん
で
由
貿
易
の
端
緒
を
開
昔
て
そ
の
大
利
を
皐
げ
ん
と
志
し
た
D
で
あ
る
。
即
ち
香
港
出
張
論
に

島
い
一
」
『
此
良
渡
来
之
前
夫
ス
タ
ー
ネ
ル
に
駕
し
同
所
を
一
捜
仕
候
へ
は
、
最
早
遺
憾
無
之
』
と
言
へ
る
は
、
香
港
出
張
論
と
商
般

買
上
論
と
の
密
接
た
脈
絡
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
香
港
出
張
が
草
怒
る
貿
易
調
賓
で
ぷ
た
〈
、
忠
震
自
身
に
於
も
は
香
港
に
て
交

易
を
貸
現
せ
ん
と
と
を
企
闘
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
己
と
を
看
取
す
る
己
と
が
出
来
る
。

忠
震
の
海
外
渡
航
の
念
願
は
放
棄
さ
れ
宇
H
米
通
商
傑
約
審
議
の
終
了
に
常
り
て
『
僚
約
本
書
矯
取
替
之
儀
ほ
、
踊
営
方
よ
り
使

節
被
差
浩
一
明
華
護
明
度
胸
取
巷
候
事
と
治
申
告
宜
し
候
』
と
し
伝
約
批
准
奮
の
喜
明J

を
期
と
し
て
自
ら
w草
噸
に
赴
吉
精
墜
を
建
せ
ん

と
志
し
た

q
i

併
し
己
の
事
成
ら
ざ
る
申
に
臓
を
逗
昔
、
高
延
元
年
E
月
十
八
日
に
、
新
見
豊
市
川
守
、
村
埋
淡
路
守
、
小
栗
豊
後
守
の

這
米
使
節
の
一
行
が
品
川
を
出
張
し
た
D
で
あ
る
。

四 J

積

損

開

港

時

間

J

長
崎
よ
り
の
蹄
途
ハ
リ
ス
出
府
D
報
包
聞
き
て
東
海
道
日
坂
騨
よ
り
提
出
し
た
上
申
室
町
、
又
江
戸
用
役
へ
の
書
動
及
び
蹄
府
後
の

上
申
書
ピ
沿
い
て
、
忠
震
は
下
回
に
替
り
て
横
演
を
開
港
し
大
に
我
が
図
の
繁
柴
を
闘
る
べ
し
と
論
じ
た
。

開
港
揚
は
如
何
友
る
土
地
を
選
ぷ
，
へ
昔
で
あ
る
か
。

単
語
忠
最
高
園
芸
思
想

『
右
者
往
々
貿
易
御
開
揚
所
之
錫
に
有
之
候
問
、
た
と
へ
如
何
程
よ
き
海
淘

第
五
十
四
巻

i第

貌

三
四
九

海舟全集第k巻、制3~4S6頁
幕末タト園聞係文書之ー凡、7.6-746頁
幕末井岡闘骨文書之-A、326-331頁
同上、 396T~99頁
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岩
湖
底
質
的
関
岡
交
晶
思
想

僚
主
十
四
巻

五

O 

不
相
成
候
而
者
有
れ
と
も
無
き
が
如
〈
』

た
か
A
る
開
港
揚
と
し
て
は
旧
来
し
で
何
魔
白
一
辺
地
が
遁
首
で
あ
る
か
。
忠
震
は
江
戸
よ
担
遺
書
所
え
開
く
ぺ
し
と
す
る
論
を
排

ι、

紀
伊
伊
勢
志
摩
附
近
は
伊
勢
紳
舗
に
近
い
た
め
外
岡
般
入
津
白
地
で
は
た
く
、
叉
高
一
諸
外
国
が
公
使
の
江
戸
駐
剤
を
保
件
に
此
等

。
白
開
港
揚
を
承
諾
し
た
在
し
て
も
、
偏
都
の
故
を
以
て
後
日
再
び
我
方
に
開
港
揚
嬰
更
を
迫
る
ペ
く
、
果
で
は
公
使
駐
剖
開
港
場
輪
出

夏
白
雨
者
を
失
ひ
外
交
上
の
得
策
で
は
在
い
と
じ
た
。
求
坂
は
…
首
時
ハ
リ
ス
が
『
御
園
地
之
内
江
戸
を
第
一
と
し
、
大
坂
は
是
に
績

き
候
好
き
地
に
て
、
川
筋
四
遁
五
議
、
商
翼
都
合
宜
ヲ
般
具
某
外
取
扱
一
品
に
も
使
利
、
地
も
廉
〈
、
人
も
多
け
れ
ば
も
商
ひ
も
随
而

盛
に
可
相
成
w

此
地
主
除
き
候
而
位
、
商
法
狭
少
に
相
成
、
外
之
地
所
に
市
御
開
に
而
は
、
十
分
之
一
と
相
、
成
.
商
買
も
叉
十
分
の
一

白
小
富
島
成
'
申
保
山
と
週
刊
、
蓄
貸
自
転
も
同
地
が
山
海
白
大
利
を
吉
右
喉
の
土
地
に
し

τ
『

日

本

音

希

望

人

分
者
同
所
に
蹄
し
候
勢
有
之
候
揚
所
に
而
、
古
来
よ
り
金
主
等
も
捗
敷
、
長
崎
表
交
易
之
利
潤
も
吋
八
九
分
者
大
坂
商
頁
之
手
に
落

候
儀
に
御
座
候
由
径
と
繁
華
の
地
売
る
を
認
め
て
ゐ
た
白
で
あ
る
が
、
忠
震
は
大
塚
は
開
港
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
L
て
ゐ
る
。

頁m
，
 

au 
八之寄文

共
白
理
由
ば
、
先
づ
京
都
目
白
星
組
げ
同
然
白
地
形
で
主
曹
は
暑
い
で
穏
で
た
て
、
突
に
は
、
大
坂
は
「
日
本
中
一
柚
上
都
合
之
地
故
鵬

a

園

自
然
大
砲
且
一
家
之
薮
樺
と
柑
成
候
者
、
天
然
之
勢
ひ
に
て
、
此
土
何
な
く
汽
坂
城
之
宮
へ
候
気
遣
ひ
無

Z
H
之
に
反
し
『
江
都
耕

の
如
曹
は
、
会
〈
人
力
を
以
て
繁
華
を
成
し
居
候
諜
に
て
、
一
鱒
白
地
勢
中
々
大
坂
如
き
に
者
無
之
候
閥
、
此
土
高
園
之
交
易
、
他
幕

揚
所
へ
計
り
盛

K
聞
き
候
而
者
、
灯
戸
は
財
貨
諸
産
物
と
も
渇
々
減
少
園
中
白
豪
揮
者
、
悉
く
漏
他
揚
所
に
蹄
じ
候
は
必
定
』
に
で

4



司
江
都
初
め
全
国
議
く
衰
微
仕
、
同
所
白
み
肥
へ
太
り
、

E
帝
都
之
事
端
を
生
し
、
高
々
御
手
ι
都
合
之
義
に
可
有
之
』
と
す
る
輸
に
あ

ワ
た
。
郎
ち
大
坂
を
開
港
す
れ
ば
長
崎
交
易
の
利
潤
に
更
に
一
寓
闘
の
一
交
易
の
利
を
加
る
に
至
す
、
之
に
反
し
て
人
力
の
地
た
る
江
戸

は
必
宇
衰
微
す
る
に
至
る
と
云
ふ
に
あ
る
。
誌
に
於
て
忠
震
は
『
御
園
地
寓
世
之
利
源
を
御
関
、
大
義
を
天
下
に
仰
掲
砂
被
選
候
に

は
、
武
州
横
演
之
御
開
港
相
成
』
と
、
横
潰
開
港
論
主
主
張
し
た
白
で
あ
る
。

そ
の
方
法
は
、
先
づ
鎮
守
を
置
昔
貿
易
舎
館
を
建
設
し
、
保
約
園
舶
D
入
港
を
許
可
し
、
外
園
官
吏
を
在
住
せ

L
め
、
東
は
六
郷

川
、
聞
は
武
州
相
州
白
園
境
、
北
は
公
領
と
私
領
と
り
然
る
.
へ
き
境
を
以
で
遊
歩
地
域
と
す
る
。
横
潰
開
港
の
鴎
に
は
、
外
に
謝
し
て
ー

は
外
図
人
。
素
願
を
容
れ
る
結
旧
剤
、
『
ミ
皐
ス
ト
ル
住
宅
等
之
義
者
、
噛
揖
々
末
々
之
除
波
と
相
成
』
公
使
江
戸
駐
剖
の
問
題
は
土
-
要
性

主
失
ひ
、
内
に
謝
し
て
は
、
日
本
会
図
の
園
産
品
を
外
園
品
と
交
易
し
て
高
園
の
貨
日
間
を
江
戸
よ
り
会
固
に
配
布
し
、
而
も
共
の
弊

害
を
蓮
に
知
り
て
蓮
に
措
置
を
講
じ
得
て
善
悪
と
も
に
取
締
り
に
宜
〈
、
且
『
限
前
に
高
園
之
般
々

λ
津
致
居
候
義
に
付
、
英
園
龍
動

等
之
振
合
に
て
、
武
備
之
精
練
自
然
怠
慢
不
相
成
気
分
に
推
移
り
、
士
気
も
一
居
漂
然
エ
」
寵
成
、
内
海
陸
手
と
も
、
御
備
向
も
自
然

厳
重
に
相
立
、
又
者
外
岡
之
締
々
渡
来
之
内
、
軍
閥
之
利
益
筋
新
奇
稜
明
之
日
開
も
有
之
候
得
は
、
江
部
近
之
儲
故
、
誰
に
茂
子
一
軽
に

震
相
場
候
協
も
出
来
、
都
而
之
精
美
先
う
江
府
に
御
採
被
成
悦
而
、
箇
境
え
推
及
候
手
順
に
相
成
九
天
下
之
構
勢
愈
御
掌
握
に
師
し

候
事
寅
有
之
あ
石
の
み
な
ら
や
上
者
京
師
え
被
錦
樹
、
天
干
之
難
と
す
る
事
を
御
手
詐
に
御
引
受
被
成
候
而
、
農
襟
主
休
ら
れ
候
御
大

義
御
美
徳
相
顛
ほ
れ
、
諸
藩
末
々
迄
、
一
一
言
も
申
上
様
無
之
、
下
者
天
下
之
利
植
を
御
膝
元
に
腸
し
、
寓
世
之
利
源
E
輿
し
、
中
興

一
新
之
御
鴻
業
も
、
こ
れ
に
維
で
相
立
候
御
基
本
と
奉
存
候
』
と
て
貫
に
横
洩
開
港
は
級
の
要
求

ι膝
じ
て
我
が
利
を
謀
り
、
被
の

新
視
聴
由
明
の
品
を
手
軽
に
皐
び
待
て
高
世
の
利
棋
聖
典

L
、
中
輿
一
新
由
業
主
成
就
せ
し
め
る
基
本
で
あ
る
と
断
じ
た
の
で
あ
る
、

f

横
讃
開
港
論
も
応
震
の
一
交
易
思
想
の
其
山
間
的
表
現
一
で
め
る
E
と
は
云
ム
ま
で
も
な
い
。
忠
震
が
大
啄
を
排
し
特
に
棋
演
を
指
定
し

昌
F
Z
一説

岩
淵
忠
霞
由
闘
国
安
易
思
想

俸
玉
十
四
巻

= 
五

」

一



岩
瀬
忠
震
の
開
園
交
易
思
想

第
五
+
四
巻

五

修
三
一
瞬

四

た
の
は
ブ
飽
ま
で
模
演
が
江
戸
近
傍
の
一
一
地
た
る
E
と
に
基
づ
い
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
横
演
の
蝋
形
D
良
苔
に
依
っ
た
も
白
で
た

い
と
と
は
、
忠
震
が
更
に
、
『
江
府
近
之
場
所
陀
候
は
a
h

株
形
等
十
分
に
無
之
候
と
も
、
甘
心
↓
承
伏
可
仕
候
』
L
」
議
ペ
、
或
は
『
天
理

人
情
何
に
は
か
り
候
而
も
、
江
都
比
一
令
所
無
之
候
而
者
J

決
而
相
成
申
さ
す
奉
存
候
ト
』
と
言
へ
る
に
上
る
も
明
ら
か
で
あ
ら
う
。

江
戸
繁
柴
D
た
め
に
は
江
戸
近
傍
に
開
港
揚
を
保
有
す
る
己
と
が
抱
劃
に
必
要
で
あ
る
正
の
見
解
を
有
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
日

米
遁
商
僚
約
審
議
K
K
い
て
も
敢
て
横
靖
国
を
岡
執
せ
や
成
文
に
一
脚
奈
川
開
港
左
決
し
て
後
に
、
榊
奈
川
を
横
演
に
愛
更
せ
ん
と
せ
し

際
、
忠
震
が
信
義
に
反
す
と
て
愛
更
に
反
射
し
た
U
と
は
、
又
之
を
輯
同
様
だ
て
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

然
し
忠
徳
が
江
戸
近
傍
白
一
一
地
と
し
て
何
故
横
演
を
え
ら
ん
だ
か
は
朗
ら
か
で
左
い
。
或
は
佐
久
間
象
山
相
模
時
間
関
持
論
が
忠
震

に
僻
へ
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
か
と
も
思
は
れ
る
。

頁£
 ↓

頁

白

向

pM
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、頁

れ
、
此
等
諸
道
具
並
ま
に
関
係
工
師
が
来
着
し
た
の
怯
捕
ま
安
政
四
年
の
己
主
1
勘
定
奉
行
長
崎
奉
行
集
帯
水
野
筑
後
守
由
。
震
及
↑
↑
晶
詰

書
上
、

び
長
野
奉
行
荒
尾
石
見
守
成
允
が
幕
府
に
伺
の
土
、
同
年
十
月
長
崎
稽
佐
郷
飽
之
浦
の
地
に
起
工
し
製
鱗
所
D
設
置
を
み
た
白
で
あ
文
集
轟

開丸宝
R
比

か
。
此
れ
よ
り
先
六
月
、
長
崎
に
在
っ
た
忠
震
は
在
府
同
役
へ
の
書
翰
に
於
で
製
織
所
の
建
設
地
区
就
き
吹
の
如
雪
見
解
を
被
湿
し
開
山
事

関
象
草

外
問
晶

て

ゐ

る

。

末

久

『
不
日

h
d
f渡
来
之
曲
、
毒
事
械
霊
童
軍
事
霊
品
種
目
嗣
長
、
霊
堂
地
所
、

Rtm霊

長

世

下

害

警

申

居

幕

佐

帳
、
右
は
何
れ
両
に
相
成
績
に
嗣
座
候
得
共
、
傍
程
犬
仕
掛
之
様
子
故
、
小
生
愚
考
に
て
は
、
常
地
に
醐
取
建
は
大
む
た
な
る
ー
へ
し
、
第
一
玄
蓉
股
(
量

安
政
二
年
七
月
長
崎
に
て
海
軍
偉
習
が
始
ま
る
正
共

ι、
蒸
気
器
械
の
仕
棒
及
手
入
等
比
必
要
た
る
諸
道
具
が
和
蘭
に
註
文
せ
ら

五

製
鍛
所
建
設
地
論

j

j

 

5
6
Z
2
 



井
玄
馨
頭
儒
志
ノ
コ
ト
)
も
嗣
承
姉
之
誼
ν
皆
既
に
は
錨
更
に
無
之
、
遠
方
よ
り
耳
鼻
晶
、
出
車
之
上
又
遠
方
へ
積
怠
る
と
申
様
に
て
は
、
岨
抑
制
之
輔

誼
器
間
車
候
陸
も
無
之
、
且
位
地
所
も
狭
院
に
て
、
十
分
取
建
も
間
車
申
間
取
、
江
戸
涯
樺
へ
車
建
候
得
は
、
最
も
妙
左
も
無
之
候
位
、
箱
館
は
地
所
も

虞
〈
、
織
も
揮
山
有
之
事
故
是
非
此
ニ
令
所
之
内
に
闘
車
候
様
い
た
し
度
も
の
也
、
貨
に
此
地
に
差
置
帳
は
有
用
之
大
器
械
を
無
用
に
蹄
し
信
委
に
て
、

残

念

量

極

に

宰

存

幌

』

。

~

長
崎
の
精
佐
郷
は
従
来
か
ら
も
『
同
所
は
港
向
に
而
市
中
に
も
懸
隔
、
御
取
締
可
宜
奉
存
働
』
ど
て
上
陸
遊
歩
地
或
は
槻
葬
地
と

さ
も
れ
ん
と
し
た
地
で
あ
り
J

長
崎
に
は
『
営
地
は
被
見
候
遇
地
狭
に
て
、
外
に
揚
所
も
無

L一』
k
長
崎
奉
行
も
一
吉
へ
る
が
如
毒
事
情
に

従
っ
て
製
鍛
所
D
建
設
地
が
定
め
ら
れ
た
D
で
あ
ら
う
が
、
忠
震
は
長
時
自
慢
が
毛
の
地
に
非
中
と
し
た
の
で
あ
る
。
営
時
長
崎
は

諸
物
綿
て
他
地
方
白
蓮
職
を
仰
ぎ
諸
原
料
白
貯
蔵
を
要
T
H且
設
地
に
し
て
幕
府
に
と
り
で
も
地
の
利
を
得
た
も
の
で
は
な
い
。

忠
震
白
主
張
は
容
れ
ら
れ
宇
し
て
文
久
元
年
三
月
長
崎
製
鉄
所
は
一
先
づ
竣
工
し
た
が
、
還
に
幕
府
は
江
円
近
傍
に
製
織
所
設
置

.
D
必
要
を
認
め
て
元
治
元
年
併
問
会
使
レ
オ
u
f
n
m
ソ
シ
品
に
諮
り
、
同
闘
技
師
を
傭
使
し
て
横
演
と
横
須
賀
と
に
製
織
所
在
建
設
し

的
。
是
れ
製
鍛
所
の
有
用
且
大
規
模
在
る
べ
き
を
洞
察
し
た
忠
震
の
製
銭
所
建
設
地
論
に
匹
胎
せ
る
を
思
ふ
べ
き
で
あ
る
。

六

結

、言

香
港
出
張
論
、
商
船
買
上
論
、
横
潰
開
港
論
‘
或
は
製
餓
所
建
設
地
論
等
、
何
れ
も
交
関
却
を
以
て
富
岡
強
兵
の
基
本
と
す
る
思
想

に
基
づ
い
て
ゐ
る
。
又
も
と
よ
り
海
外
事
情
の
認
識
に
基
づ
い
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
忠
震
は
首
時
が
非
常
D
時
局
た
る
を
能
ぐ
排

へ
、
組
法
控
改
の
必
要
を
茄
感
し
、
彼
自
長
を
採
り
我
が
短
を
柿
ム
ベ
〈
、
庚
〈
智
識
を
世
界
に
求
め
ん
と
し
た
。
阿
部
正
弘
、
堀
閏

E
陸
、
或
は
井
伊
直
弼
の
下
に
あ
っ
て
外
交
の
枢
機
忙
参
加

ι得
た
忠
震
は
、
車
に
開
岡
安
易
息
認
を
抱
〈
に
止
ま
ち
・
下
し
て
、
或

岩
瀬
忠
慢
の
開
園
宜
易
思
想

野
五
十
四
巻

王
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幕末丹園閥博文書之ニ、 488頁
同書之一回、 666頁
構舟全集帯八巻、日Z買
海舟全集俸八巻、 378頁
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岩
瀬
息
震
の
問
問
闘
尭
易
思
想

三
五
回

第
三
親

ー
ムノ、

第
五
ナ
四
巻

る
程
度
自
己
の
抱
懐
せ
る
思
想
主
寅
際
に
生
か
し
得
る
立
揚
に
あ
っ
た
。
日
露
追
加
俸
約
締
結
に
営
り
で
は
、
園
家
白
大
幸
を
見
遁
し

得
白
と
し
て
卒
先
そ
白
締
結
に
努
力
し
に
殊
に
白
米
通
商
傑
約
に
調
印

L
た

L
と
等
は
そ
の
例
設
で
は
左
い
か
と
恩
は
れ
る
。
又
江

納
付

戸
中
心
思
想
の
残
津
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
同
時
に
諸
国
産
物
の
振
興
を
も
考
慮
し
て
ゐ
る
。
更
に
忠
震
は
絶
へ
や
人
心
D
和
合
を

震
闘
し
て
、
そ
D

一
設
に
努
め
た
6

安
政
D
数
年
間
に
過
ぎ
た
か
っ
た
忠
震
白
荷
路
期
間
は
極
め
て
短
い
が
、
翠
に
外
交
上
の
み
に
止
ま
ら
や
、
貿
易
を
重
ん
巴
製
鰐

所
の
有
用
を
是
認
し
、
議
武
所
海
軍
侍
習
を
援
助
す
る
等
、
軍
事
を
奨
励
し
、
我
闘
が
世
界
止
長
期
戦
忙
入
る
を
得
策
に
あ
ち
ゃ
と

し
て
毒
力
し
た
モ
の
足
跡
は
幕
末
に
語
い
て
も
小
さ
し
と
は
せ
砲
で
あ
ら
う
。
『
天
劫
之
問
問
大
強
固
を
引
諦
候
儀
、
一
亦
愉
快
の
}

つ
に
御
座
候
』
と
、
安
政
五
年
」
ハ
月
ぺ
十
八
日
、
左
内
に
書
を
叫
躍
り
て
、
一
柳
奈
川
小
柴
沖
に
碇
泊
す
る
ポ

1
ハ
タ
ン
城
に
出
張
し
た
忠

震
は
、
既
に
列
強
を
端
り
て
吠
白
如
く
日
へ
る
は
、
正
に
倒
眼
と
云
ム
ペ
苦
で
は
左
い
か
。

『
大
輪
鳴
嶋

E
破
震
。
黒
畑
灘
如
法
印
轍
。
被
何
錦
者
来
相
致
。
日
魯
日
亜
日
英
伸
。
其
器
難
巧
其
人
卑
同
肯
島
哨
利
宣
呑
滅
。
法
不
知
乎
東
方
男
子

園
。
男
子
義
駒
竪
似
曲
。
』

『
胃
柚
何
須
外
岡
求
。
胞
前
銃
砲
陛
摩
舟
。
中
ハ
年
勅
業
君
看
事
。

H
本
旗
焼
遍
王
洲
叫
』

昨夢記事E巻、 ~2頁、四巻2∞買参照
前掲幕末件闘関係文書之一人、 599頁室長周
橋本左両全集、 527買
勝影集(1江戸」第一説)
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